
プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて5/21に販売となりましたT-Supportのご紹介です



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
T-Supportは、宝塚リハビリテーション病院の中谷先生の指導の下開発された商品です
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Tサポートは脳卒中片麻痺患者の下肢装具を用いた歩行トレーニング時に併用することで、従来よりもより高い治療効果を得らることが期待できる、新しい歩行補助具です。（クリック）構造はシンプルで、体幹機能をサポートするベストと、そこに取り付ける弾性バンドからできていますこれにより立脚期では下肢の支持性を向上させ、遊脚期にはスイングを補助するというのが特徴です（ｸﾘｯｸ）使用時期は幅広く、急性期・回復期・維持期、長下肢装具から短下肢装具使用時まで、様々な状況でお使いいただけます
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続いてTサポートがどのように歩行を改善するかをご説明いたします健常者の歩行はヒールロッカーにより重心を上げる動きをします　この部分機能を補助するのはGSのような底屈制動の装具です（クリック）（ｸﾘｯｸ）Tサポートというのはゴムバンドの弾性により股関節の屈曲モーメントを補うことで麻痺側下肢の股関節伸展運動を増大させますそして、足関節背屈が増大することで蹴り出しをしやすくするという特徴をもっています（ｸﾘｯｸ）そうすることでヒールロッカーがしっかり安定しGSが補助する機能へとつなげる役割を担っていますつまり立脚初期を作るのがGSで、立脚後期を作るのがTサポートとなりますまとめると装具の機能を高めるために使われるのがこのTサポートということになります
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これらを証明したデータがこちらになります本データは国際医療福祉大学講師、勝平先生のご協力の元、床反力を使用した計測データになります発症から12年が経過した慢性期脳卒中片麻痺者に短下肢装具を用いた歩行動作においてT-Supportを装着したときの、麻痺側股関節と足関節の角度・関節モーメントの変化を表したグラフがこちらになります上段が股関節の角度とモーメント、下段が足関節の角度とモーメントを表したグラフになります緑のラインが装着前、赤が装着1回目、青が装着2回目、そして黒が装着後になります上のグラフを見ていただくとわかるように装着後に股関節伸展が増大しております、それに伴い股関節屈曲モーメントも増大していることが見てとれます下のグラフの足関節では背屈角度が装着後に増大しており、底屈制動モーメントも増大していることが分かりますつまりこのデータからはTサポートを装着することにより股関節伸展角度と足関節背屈角度の増大　また、股関節屈曲モーメント・足関節底屈モーメントが増大したという結果がわかりますそしてその効果はTサポートを外した後でも継続していることが分かります（クリック）下肢前面のゴムバンドにより股関節屈曲モーメントを補うという機能に目を奪われがちですが、実は麻痺側下肢の股関節伸展運動を増大させ、歩行能力を向上させる効果がTサポートにはあるということがあるということです
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よりよい歩行の獲得のためには、床反力を利用したautomaticな歩行により筋活動を求めることが期待されます上の図のような床反力を利用した歩き方をすることで、下図のような正常な筋活動を求めることができます床反力がどのように動けば筋がどのように働くのかをイメージして訓練をして頂くということが大切であると考えられます（ｸﾘｯｸ）つまり踵接地をしっかり作ることで足関節の前に床反力が通ると（ｸﾘｯｸ）前脛骨筋がしっかり働く事ができますここの部分はGS機能の役割になりますここまではしっかりと意識して訓練している病院様は多いとおもわれます（クリック）しかし立脚後期では前足部にしっかり体重をかけきることができないという傾向が多いと聞いております（クリック）そうなってくるとやはり下腿三頭筋が使えてないという状態になってしまいますこの部分をサポートする役割を持っているのがTサポートになりますこの股関節をしっかり伸展させて前足部に荷重をかける意識を持たせる役割をTサポートは持っていますこれらの筋活動がしっかりとできているかどうかの確認をするためにこの後ご紹介させていただくGJという機器をご使用していただくことこれらを見える化することができます
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Tサポートの効果をまとめさせていただきます立脚後期に弾性バンドが伸長されます、それにより股関節屈曲モーメントが増大され、かつ股関節の伸展角度を増大させる効果があります股関節を伸展させることにより足関節の背屈角度も増大されますそうすることにより下腿三頭筋の活動を増大させることができますその結果、底屈モーメントが増大し歩行速度が向上するという効果が期待されますつまりこのTサポートを使ってより効率的な歩行を目指すことができるということになります
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